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●皆で歌おう「おおさか風土記」大阪弁はおもろいなあ！
箏、17弦、ピアノ等の伴奏で、「おおさか風土記」を楽しく歌う。
A8/26～9/16、30の火曜　13:30～16:00　全5回
C西成区民センター（地下鉄「岸里」、地下鉄・南海「天下茶屋」）
D先着45人　F1,000円（教材費300円別）
]a（072-832-2740）k（〒573-0087　枚方市香里園山之手町
14-19）s（072-832-2740）d（keito-w@leto.eonet.ne.jp）希望
の声部パートを書き加える
H8/24（日）
L072-832-2740（生涯学習音楽指導員研究会 ネットワーク・大阪）

●おいしいごはんレッスン～子どもの健康な成長のための食事～
「子どもに食べさせたい「朝ごはん」」をテーマに講義と試食を行う。
A9/9（火）　10:45～13:45
C栄養コンサルタント社（JR「放出」）
S幼児から中高生までの子どもを持つ保護者
D先着12名　F1,000円
]a（6180-5738）l（〒538-0044　鶴見区放出東3-14-12）
s（6180-5748）d（hns.info@hns-japan.com）
L6180-5738（一般社団法人健康栄養支援センター）

●るぅの会の家計SHIENセミナー「実践　資産運用入門」
A9/13（土）　10:00～12:00
C総合生涯学習センター
(地下鉄各線・阪急・阪神「梅田」、JR「北新地」「大阪」)
D先着25人　F500円
]a（090-3866-0821）s（072-332-3210）
d（roux@kumasense.com）
L090-3866-0821（家計をSHIENるぅの会）

●病気の子どもにあそびを届けよう
　－病気の子どもにとっての「あそび」を学ぶ－
①「病気の子どもにとってのあそびの意味とは」②「入院中の子ども
のあそびの実際について」③「病院ボランティアの実際について」
A①9/20②10/18③11/15の土曜　13:30～16:30　全3回
C総合生涯学習センター
(地下鉄各線・阪急・阪神「梅田」、JR「北新地」「大阪」)
S小児病棟でのボランティアに興味のある人
D先着20人　F1,800円（1回600円）
]d（asobockle@hotmail.com）参加希望回を書き加える
H9/16（火）
L090-4290-8379（あそぼっくる）

●親子パソコン講座「パソコンを安全に楽しく使おう」
インターネットを使う上での注意点やセキュリティソフトの利用方法や
便利に楽しく利用できるフリーソフトなどを紹介する。
A9/21（日）　13:30～16:30
C総合生涯学習センター
(地下鉄各線・阪急・阪神「梅田」、JR「北新地」「大阪」)
S小学生と保護者
D先着10組　F1組2,000円（教材費1組500円別）
]k（〒545-0013　阿倍野区長池町18-10）s（6622-4364）
d（afacr100@oct.zaq.ne.jp）子どもの名前・学年を書き加える
H9/16（火）
L7164-2634（南大阪電脳支援集団）
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さである。発掘後に型を取って制作された複製も十
数体ほどあり、ゆかりの深い大阪市立自然史博物
館には通常の複製と遊泳している姿の複製あわせ
て二体が展示されている。
　ワニの化石は中国でも見つかり、青木良輔氏は

『ワニと龍―恐竜になれなかった動物の話』（平凡
社新書）で、龍は単なる空想の産物ではなく古代中
国人がマチカネワニの痕跡を見て龍を生み出した
のではないかとも推測されている。また、恐竜など古
代生物研究の第一人者として知られ、マチカネワニ
化石骨格の完全記載論文を共同執筆された北海
道大学総合博物館の小林快次准教授によると、恐
竜と比べてワニは見た目は地味だが、生存に適し
た形に進化を突き詰め、どんな環境でも耐えて生き
延びることが出来る完成度の高い生物だという。自
動車にたとえれば、生きるのに“燃費”のいい生物だ
というのは、まさに目から鱗だ。
　発見50周年の年、マチカネワニ化石は、文化審
議会において「ワニ類の進化を示す世界的にも重
要な化石」と評価され、国の登録記念物として登録
するよう認められた。夏には阪大博物館で「奇跡の
古代鰐・マチカネワニ－発見50年の軌跡－」（7月26
日～8月30日）を開催するほか、秋は大阪大学シン
ポジウム「マチカネワニ・サミット2014」（11月16日）な
ども予定している。
  将来、化石をスキャンしてデータ化すれば、3Dに
よる精密な複製も作成できるし、画像を動かすことも
可能だが、いつ見ても阪大博物館にあるオリジナル
の化石は、本物だけがもつオーラを放っている。
1994年には、60万年前のキシワダワニの化石（きし
わだ自然資料館蔵）も発見されており、こんな巨大
な生物が、現代の中之島や道頓堀を悠 と々泳いで
いる情景を想像するのも面白い。

　時は、50年前の昭和39（1964）年5月3日のこと。
世間は秋の東京オリンピック開催準備にあわただし
く、大阪でも同年10月に開通する東海道新幹線の
工事が佳境に入っていた。豊中の大阪大学理学部
校舎の建設現場に化石採集に来た一人の学生
が、特徴ある骨片の化石を発見する。付近は北摂
の丘陵がニュータウンとして本格的に開発される直
前であり、まだまだのんびりした田園風景が広がっ
ていただろう。
　謎の化石の正体を知るべく、その学生は化石に
詳しい友人と、当時、大阪市西区靭2丁目の小学校
を改造した建物で開館していた大阪市立自然史博
物館（現在は住吉区長居公園）に持ち込み、鑑定
を依頼した。当初はゾウの化石の可能性が高いと
されていたが、発掘調査の過程で、なんとそれが、
日本ではまだ見つかっていなかった巨大なワニ類
の全身骨格化石第一号であることが判明した。「マ
チカネワニ」の発見である。
　発掘調査により、尻尾の先端などが欠けている
が、１メートルを越える頭骨をはじめ、脊椎や手足な
ど、ほぼ全身を推測するに足る化石が発見される。
体長は6.9~7.7m、体重1.3tと想定され、生息していた
のは約45万年前である。ワニは熱帯の生き物のように
考えがちだが、「マチカネワニ」は温帯に生息するワ
ニであり、後の研究から現在は「トヨタマヒメイア・マチ
カネンシス（Toyotamaphimeia machikanensis）」と
命名された。「古事記」に登場する鰐の化身とされる
豊玉姫に由来する名前である。
　実はこの化石は、私が館長をしている大阪大学
総合学術博物館（豊中市待兼山町1-20）に常設展
示されている。大学所蔵の学術標本として貴重で
あり、ガラスケースに横たえられた巨体の迫力と時
空を超越した姿は、“至宝”とも言いたくなるすばらし

大阪大学総合学術博物館館長／大学院文学研究科教授。1958年、大阪市生まれ。東京芸術大学大学院修了。大阪市立近代美術館建設
準備室学芸員を18年間つとめ現職。専門は日本美術史。展覧会では「没後200年記念 木村蒹葭堂─なにわ 知の巨人─」「北野恒富展」

「没後80年記念　佐伯祐三展」などに携わる。編著に『大大阪イメージ─増殖するマンモス／モダン都市の幻像─』（創元社）など。

［写真提供  大阪市立自然史博物館］

以前、大阪市立自然史博物館があった
元靱小学校校舎

大阪市立自然史博物館に展示されているマチカネワニ2体も迫力だ
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